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事業創造デザインプログラム実施概要
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SSDCの事業創造スキーム全体像

「社会システムをより良くデザインしていく」というSSDCの目的のもと、
その前段となる人づくり・事業づくりのプロセスとして位置づけ
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事業創造デザインプログラムとは

AIをはじめとするテクノロジーを活用し、地域や社会の課題解決に繋がる
事業を創りだす、イノベーターのためのプログラム
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プログラムの想い

日本のイノベーションの起点となった開港都市から、社会課題解決の芽を

函館

新潟

神戸
横浜

長崎

主催 一般社団法人 社会システムデザインセンター

後援
（敬称略・順不同）

函館市／新潟県／十日町市／
横浜市経済局／神戸市／長崎市
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プログラムの変遷

2019

2020

2021

2022

2024

SSDC設立
事業創造デザインプログラム
立ち上げ

大学とのコラボレーション
（東京大学・明治学院大学等）

地域課題解決型プログラムへ
（日本の夜明けプロジェクト）

自治体との連携強化
（開港都市＋、SSDC＋）

開港5都市の
地域に根差した

具体的課題を起点にした
事業創造プログラム

2023

AIをはじめとするテクノロジーを活用し、
地域や社会の課題解決に繋がる

事業を創りだす
イノベーターのためのプログラム

地域交流を深めながら
アイデア発想を試行

地域のコンテンツを生かした
事業コンセプトを創出

累計受講者数

Basic 600名超
Advanced 140名超
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テーマ募集分野

SSDC
課題軸

①ウェルネス ②水・食料 ③エネルギー・環境 ④モビリティ ⑤防災・インフラ

⑥教育・人財育成
⑦まちの魅力発
掘・発信

⑧地域コミュニ
ティ再生

⑨新しいワーク/ライフ
スタイルの模索

• 医療
• 介護
• メンタルヘルス
• 健康経営

• 水資源の確保
• 食料自給率
• 食文化

• 脱炭素、省エネ
• 資源再利用
• 環境保護
• 生物多様性

• MaaS

• 物流改革
• 公共交通難民
• 新たな移動体験

×

• 自然災害
• 社会インフラ維持
• 空き家
• サイバーセキュリティ

• 次世代人材の育成
• リカレント教育
• 人材ダイバーシティ
• 子育て

• 地域資源の再発見
• 地域外との連携

• ソーシャルメディアの
利活用

• 過疎地域の再生
• 移住促進
• 関係人口増加

• 人が集まる仕掛
けづくり

• 社会や価値観の変化による
新しいワーク／ライフスタ
イルの模索

• 複数拠点生活

テクノ
ロジー

解決手段の一つとしてテクノロジーを活用 （AI、IoT、センサー、ロボティクス、ドローン、Web技術 等々）

※テクノロジー活用は必須ではなく推奨 （アナログや他手段での解決も可）
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2024年度参加者推移

MasterAdvanced

座学＆基礎ワーク
約4時間

実践プログラム
約4か月

事業化検証プログラム
約3～6ヶ月

Basic

77 20 3
約26％ ※上記以外に会員企業内のインキュベーションプログラム

 にて事業化検証を実施するアイデアが複数あり
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2024年度Advanced修了者

No. 氏名 修了 地域／所属 コース

1 修了 十日町市 事業化

2 修了 横浜市 事業化

3 修了 都築電気 事業化

4 修了 神戸市 事業化

5 - 神戸市 事業化

6 修了 神戸市 事業化

7 修了 横浜市 事業化

8 修了 都築電気 事業化

9 修了 長崎市 事業化

10 修了 神戸市 事業化

11 修了 神戸市 事業化

12 修了 都築電気 事業化

13 - 函館市 事業化

14 修了 横浜市 事業化

15 修了 都都築電気 事業化

16 修了 新潟市 事業化

17 - 神戸市 事業化

18 修了 KEL 学び

19 修了 KEL 学び

20 修了 KEL 学び

受講者数

修了者数

20

17
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集客実績

カッコ内は前年実績

実施期間 開催回数 参加人数合計 正会員 地域 非会員 備考

Basic 2024/05～2024/06 10回 77(66) 23(23) 54(41） 0(2)
通常版：4回 26名
地域版：6回 51名

Advanced 2024/07～2024/11 1回 20(21) 7(8) 13(13） 0(0) 地域参加者のうち学生3名

参加
人数計

正会員 地域

都築
電気

KEL
ユニア
デック
ス

JBS 函館 新潟 十日町 横浜 神戸 長崎 動画等

Basic 77 4 12 4 3 7 3 4 10 18 6 6

Advanced 事業化コース 17 4 0 0 0 1 1 1 3 6 1 -

学びコース 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 -

（参考）参加実績内訳

⚫ 開港5都市6自治体でBasic現地開催を実施。地域／学生の参加が増加し、前年比で全体の参加人数は増加（昨年66→77）
⚫ Advanced参加は1名減の20名で着地したが、1人1テーマ制により前年比でアイデア数は増加（一昨年6→昨年17→今年20）
⚫ 事業化コースには、地域を中心に17名（うち都築電気4名）、学びコースには、会員企業からKEL3名が参加
⚫ Advanced参加者は、既に会社を立ち上げている、または活動を推進中の方も多く、事業化意欲は例年より高め
⚫ Basicについては、2024年10月より通期開催化（通常版）
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Basic開催

地域版・通常版合わせて、総勢77名の方が参加

【後援】函館市、新潟県、十日町市、
横浜市経済局、神戸市、長崎市

【共催】横浜未来機構、ANCHOR KOBE

12
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Advanced開催

【後援】函館市、新潟県、十日町市、横浜市経済局、神戸市、長崎市（順不同）

【特別講演】
●プレイベント
『社会課題から発想する』
片桐恭弘先生
国立研究開発法人産業総合研究所
人工知能研究センター研究セン
ター長 /SSDC代表理事 

【特別講義】
●Day2

『地を這う事業開発』
栄藤稔先生
大阪大学先導的学際研究機構教授
科学技術振興機構CREST人工知能領
域総括

●Day4

『起業へ至った道のり』
高野俊行さん
ユニクル株式会社代表取締役
SSDC事業創造デザインプログラム
アルムナイ
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Advanced事業アイデア一覧
敬称略

14

氏名
地域／
所属

コース 事業タイトル SSDC課題軸

A

都築電気

事業化

住まいの未来相談窓口-今ある家に新たな役割・価値を ⑦まちの魅力発掘・発信

横浜 都市部⇔相模原 ベジぶしでつなぐ、こだわり農家と愛犬家の強いつながり ⑦まちの魅力発掘・発信

十日町 香遥屋KOHARUYA～遥か香る山のアロマ～１本の精油から繋がる和と話と輪 ⑧地域コミュニティ再生

神戸 田舎の空き家活用 ⑦まちの魅力発掘・発信

神戸 地域の事業後継者のための事業アイデア開発サポートサービス ⑧地域コミュニティ再生

B

都築電気 管理職マネジメント代行サービス ⑨新しいワーク/ライフスタイルの模索

横浜 介護もキャリアも、自分らしく「Carer Career Navi」 ⑥教育・人財育成

神戸 道標（みちしるべ）プロジェクト ⑨新しいワーク/ライフスタイルの模索

長崎 Ⅴ・ファーレン長崎ユース生と企業のマッチング ユース生へのキャリア体験事業「スポコネ」 ⑨新しいワーク/ライフスタイルの模索

C

都築電気 地域活性プラットフォーム「Lincreation」で地方×都心企業の共創サポート ⑧地域コミュニティ再生

神戸 『装いの選択肢』を提供する ジェンダーニュートラルなランジェリーブランド I.genic ⑨新しいワーク/ライフスタイルの模索

神戸 ぷち勉 〜こども先生が働く令和の寺子屋〜 ⑥教育・人財育成

函館 地球共有プロジェクト ③エネルギー・環境

D

都築電気 言語化能力育成サービス コトバカ！ ⑥教育・人財育成

横浜 「ありのままで活きる」を体感するカジュアル・リトリート - Onakama対話食堂 ⑨新しいワーク/ライフスタイルの模索

新潟 自分の命と情熱を生きる大人増やす！ミッション実現コミュニティ ①ウェルネス

神戸 国際都市神戸の子ども向け歴史と国際交流ツール ⑧地域コミュニティ再生

E

KEL

学び

防災セットのレンタル ⑤防災・インフラ

KEL 自己成長のための目標達成強制サービス ⑥教育・人財育成

KEL ストレス解消支援サービス ①ウェルネス
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Advanced開催報告レポート記事（ホームページ／note）

2024年SSDC事業創造デザインプログラムAdvanced開催レポート
https://design-program.ssdc.ai/lp/design-program_2024-report/

• 開催概要
• 各日程の開催レポート記事（note）へのリンク

https://design-program.ssdc.ai/lp/design-program_2024-report/
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2024年度の改善施策2023年度の課題

16

2024年度Advancedでの主な改善点

学び目的と事業化目的の受講者の混在がプログラムに
対するニーズやモチベーションのギャップを生んでいた

短期間で仮説検証ができるプロセスの導入
→スプリント単位で確実に仮説検証を積み上げ実現性を高める

事業化コースと学びコースの分離
→受講ニーズに合わせた伴走によりモチベーションを高く維持

経験知見の豊富な支援者との交流機会の拡大
→SSDCの理事や専門家との交流、壁打ちで事業アイデアを磨く

選考方式による最終ピッチの導入
→熱量と検討が十分な受講生を選出し事業アイデアの質を向上

SSDCメンバー（支援者）の強みや専門性を受講者に十分
に伝えられていない

テキストとワークシート類の刷新
→プロセスに沿って参照できる平易で体系的なテキストと使い
勝手の良いワークシート

初期仮説の検討に時間を消費し、課題や解決策の検証に
十分な時間をかけられない

最終発表を行った参加者の熱意と事業アイデアの品質に
ばらつきがあった

プロセス（進め方や日程）とテキスト間にギャップ
テキストとワークシートの分かりづらさ・使いにくさ

1

2

3

5

4

Day

1

Day

7,8

※学びコースはSSDC会員向け
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（参考）短期間で仮説検証ができる反復型プロセスの導入

Day1 Day2 Day3 Day4 Day5 Day6

プレ

イベ
ント

中間ピッチ

7/12 7/27 8/9 8/30 9/13 9/27 10/11 10/25

Day7

学び発表

最終選考会

Day8

最終ピッチ

11/8
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（参考）経験知見の豊富な支援者との交流機会の拡大

SSDC理事や専門家と受講者の交流

Day1は全国の受講者が虎ノ門に集結。ワーク後にはSSDCの理事や専門家との交流もあり充実したスタートに。

バーチャルグループでの対話
ガイダンスや相互理解、良いピッチとは何かを学ぶ

理事、アドバイザー、専門家のフィードバック

リアルで結束力を高めてオンライン中心へ移行
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（参考）テキスト

Advancedのプロセスに沿って参照し、事業創造のポイントを理解できるテキスト（約200頁）
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（参考）事業創造デザインキャンバス

全体を俯瞰し、整合を図りながら事業アイデアを創り上げていくためのSSDC独自のキャンバス

※キャンバスの各ブロック（要素）を検討するための個別のワークシートも提供
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（参考）スプリント計画書

短期間で確実に仮説検証を実行していくために役立つ計画書
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（参考）インタビューシート

仮説検証のための顧客インタビューの準備、実行、管理を支援するオリジナルシート
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最終ピッチの発表内容
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最終ピッチの様子
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最終ピッチ項目

№ 項目 説明 対応するピッチの
要点

中間ピッチ 最終ピッチ 学び発表

① 事業タイトル キーメッセージ、ソリューション名

実現したいこと

〇 〇 〇

② 課題 誰のどんな課題か、その課題の切実さ 〇 〇 〇

③ 解決策 どのように解決するのか、MVPデモ 〇 〇 〇

④ トラクション 需要の兆し、顧客からの引き合い （ミクロ視点）

実現の可能性

- 〇 〇

⑤ 市場性 想定している顧客層、市場規模と展望 （マクロ視点） 〇 〇 〇

⑥ 差別化 既存代替策との違い、優位性 〇 〇 〇

⑦ ビジネスモデル 課金モデル、お金を稼ぐ仕組み - 〇 〇

⑧ 事業の展開計画 事業を軌道に乗せるまでのアクションプラン（3～５年
間）

- 〇 〇

⑨ 収益計画 想定している収益計画と黒字の見込み（３～５年間） - 〇 〇

⑩ 創業者／チーム 事業を成功に導く推進体制 - 〇 〇

⑪ Why you?／ビジョン なぜあなたはやるのか？／実現したい未来と生み出した
い社会インパクト

実現する意義 〇 〇 〇

⑫ 聞き手への依頼 事業化検証で実施したい内容と支援依頼 - - 〇 -
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最終ピッチ結果

26

項目 （所属または地域） SSDC課題軸

①住まいの未来相談窓口-今ある家に新たな役割・価値を (都築電気) まちの魅力発掘・発信

②都市部⇔相模原 ベジぶしでつなぐ、こだわり農家と愛犬家の強いつながり (横浜) まちの魅力発掘・発信

③言語化能力育成サービス コトバカ！ (都築電気) 教育・人財育成

④介護もキャリアも、自分らしく「Carer Career Navi」 (横浜 教育・人財育成

⑤ぷち勉〜こども先生が働く令和の寺子屋〜 (神戸) 教育・人財育成

⑥香遥屋KOHARUYA～遥か香る山のアロマ～１本の精油から繋がる和と話と輪 (十日町) 地域コミュニティ再生

⑦『装いの選択肢』を提供する ジェンダーニュートラルなランジェリーブランド
I.genic

(神戸） 新しいワーク/ライフスタイルの模索

⑧地域活性プラットフォーム「Lincreation」で地方×都心企業の共創サポート (都築電気) 地域コミュニティ再生

金賞：Master参加権利を獲得したアイデア

銀賞：最終ピッチで発表したアイデア

SSDC特別賞：ユニークかつ事業の可能性を
評価されたアイデア
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Advanced最終ピッチ①

住まいの未来相談窓口-今ある家に新たな役割・価値を

深刻化する地域の空き家問題を「空き家になる前に相談する」事前抑止の観点で解決する事業。所有者や相続人に対し24時間対応の相談窓
口AIを提供し、空き家の管理だけでなく、未来の活用方法についてサポートを行う。明確な料金体系や地方自治体との連携を通じ、持続可
能なビジネスモデルで事業の成長を計画している。このサービスで地域の住環境の改善と活性化を目指している。



Copyright Ⓒ Social System Design Center 28

Advanced最終ピッチ②

都市部⇔相模原 ベジぶしでつなぐ、こだわり農家と愛犬家の強いつながり

安心安全で健康な食を求めている都市部の愛犬家に対して、有機無農薬農法で作られた廃棄野菜を活用した犬用おやつを提供する事業。地
域のこだわり農家との協力により持続可能な商品供給を行う。獣医とも連携し、成長が期待されるペットフード市場でのシェア拡大を図る。
廃棄野菜の削減、こだわり農家の販路拡大による収益化にも貢献し、地域活性化を目指す。
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Advanced最終ピッチ③

言語化能力育成サービス コトバカ！

学生を対象に、自分の考えを言葉にする力を育てる言語化トレーニングを提供するサービス。AIチュータと社会人チュータによる対話サ
ポートや、探求学習を通じた表現力向上を図り、発言力や自信を育む。EdTech市場の成長に伴い、サブスクモデルでの事業展開を図ってお

り、教師の負担軽減と学生の学びの質向上をサポート。少子化社会の中で、自分の考えを自由に表現できる人材育成を支援し、教育現場の
課題解決を目指している。
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Advanced最終ピッチ④

介護もキャリアも、自分らしく「Carer Career Navi」

介護とキャリアの両立に悩むビジネスケアラーを支援する事業。情報不足や孤立の悩みを抱えるビジネスケアラーに向けて、セルフマネジ
メントが可能なサブスク型サービスと、キャリア・介護の専門家による伴走支援サービスを提供する。具体的な収益計画と拡大戦略も含ま
れ、ビジネスケアラーが自分らしく介護と仕事を両立できる社会の実現を目指す。
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Advanced最終ピッチ⑤

ぷち勉〜こども先生が働く令和の寺子屋〜

子供同士が問題を解き合い、教え合うことで学習意欲と自己肯定感を高める教育サービス。1問単位の簡単な問題を通じて、子供たちに小さ

な成功体験を提供し、教える経験を通じた説明力向上も図る。また、教えた分の報酬としてポイントを獲得する仕組みを設け、学習意欲を
維持する。EdTech市場をターゲットに、サブスクリプションと従量課金のビジネスモデルを採用し、学校や家庭での利用促進を図りながら、
学習を通じた自己成長を支援する。
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Advanced最終ピッチ⑥

香遥屋KOHARUYA～遥か香る山のアロマ～１本の精油から繋がる和と話と輪

新潟県十日町市の地域資源であるクロモジを活用した和精油ブランド。地元産のクロモジを使用した製品を、B2Cで物販するのみならず、
B2Bで宿泊施設や医療機関に対して香りのブランディング支援事業を行う。国内外のアロマ市場の成長を背景に、地域産業と連携し、持続可
能な収益モデルを構想している。
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Advanced最終ピッチ⑦

『装いの選択肢』を提供する ジェンダーニュートラルなランジェリーブランド I.genic

性別を問わず、自分らしく装う選択肢を提供することを目指すランジェリーブランド。独自のデザインと幅広いサイズ展開により、身体や
個性に合った下着を提供し、コミュニティを通じて顧客に共感と帰属感を提供する。国内で迅速に商品を開発・生産できる体制が整ってお
り、クラウドファンディングからECサイトやポップアップイベントを通じた販路拡大計画があり、1年目での収益化を見込んでいる。多様な
価値観に応えるファッション業界の新しい選択肢として注目される。
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Advanced最終ピッチ⑧

地域活性プラットフォーム「Lincreation」で地方×都心企業の共創サポート

地方創生人材と都市部企業を結びつけ、地方自治体と企業の連携を支援する地域活性化プラットフォーム。地方の過疎化や高齢化に伴う人
材不足、限界集落の増加といった社会課題に対応するため、地方創生人材が活動できる環境を整え、企業や自治体へのフィードバックや
マッチング支援を提供する。サブスクモデルにより5年間での収益化を見込む。地方活性化における人材ネットワークの構築を促進し、持続
可能な地域発展のサポートを目指す。
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フィードバックアンケート結果
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Advanced最終ピッチのフィードバックアンケートサマリ

項目概要
• 最終ピッチの評価（5段階評価）

• 【評価①】事業化意欲と意義
• 【評価②】課題の明確性
• 【評価③】ソリューションの有用性と実現可能性
• 【評価④】市場性と成長可能性
• 【評価⑤】事業の実現可能性

• 最終ピッチに対するフィードバック（記述）
• 事業アイデアの良かった点、期待する点、課題や改善点など
• 事業アイデアを応援したいと思うか
• 事業アイデアに投資したいか（投資する場合いくら）
• 事業立ち上げに向けたアドバイス
• 事業立ち上げに向けて支援できること

回答者属性 回答数

理事・監事・アドバイザー 7名

SSDC法人正会員企業/

SSDC事務局
8名

SSDC法人準会員/個人会員 4名

自治体 1名

その他SSDC関係者 1名

計 20名
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評価アンケート項目について

１．事業化意欲と意義
• 事業の実現に対する情熱、本気度を十分に感じられたか
• なぜやりたいか、その意義や活かせる強み、ビジョンが伝わってきた
• 課題の解決による社会的、経済的なインパクトが明確だった

２．課題の明確性
• どのような人が想定顧客（ペルソナ）なのか明確だった
• 課題を深く理解し、定義が具体的かつ明確だった
• 課題の重要性や緊急性を提示できていた

３．ソリューションの
    有用性と実現可能性

• ソリューションがどのように顧客の課題を解決するのか明確だった
• ソリューションには、独自性や新規性、テクノロジーの活用可能性があった
• ソリューションには、実現性（の見込）があった

４．市場性と成長可能性
• ターゲット市場の特性や規模を的確に捉えていた
• 市場の成長見込みと将来展望が明確だった
• 既存解決策との違いや競合との差別化要因が明確だった

５．事業の実現可能性
• ビジネスモデルが具体的かつ論理的に検討されていた
• 実際にお金を払ってくれる初期顧客の存在、トラクションが示されていた
• 収益化の見込みが明確で、持続的に事業が成り立つイメージが持てた

評価軸 評価観点

１～５

１～５

１～５

１～５

１～５

評価点

25点満点５つの評価軸でピッチを評価します。
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修了アンケート結果
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Advanced修了アンケートサマリ

A）当初受講者数：20

B）修了アンケート回答数：18

（回答率：B÷A＝90％）

修了アンケート項目概要
• 事業化への志向

• 事業化意欲・属性自己診断
• 今後挑戦していきたいこと

• 事業創造デザインプログラムへのフィードバック
• プログラムの目的達成度
• プログラムの満足度・印象に残った内容・身についたスキル

• バーチャルチームへの貢献実感・バーチャルチームへの効果実
感・ボトルネックポイント・稼働時間

• テーマ設定要因・テーマ変更有無／理由
• Day0～Day8の開催形態への評価
• SSDCのオリジナルコンテンツへの評価（テキストなど）
• プログラムの推奨度・市場フィット度・価値・改善ポイント

• SSDC活動への興味関心
• プログラム企画・運営への興味
• イベントへの興味

参加者属性 受講者数

法人正会員 7名

地域 13名

計 20名
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属性自己診断

起業候補者層

社内事業化候補者層

4

1

8

伴走者層

学び層

1

1

1
5.9%

5.9%

回答者の約7割は、自分または社内で事業を立ち上げたい起業・事業化候補者層

5.9%

5.9%

参考：2023年度修了アンケート
（N＝17）
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事業化意欲

自らの活動がMasterに選ばれた場合、事業化に進みたい候補者層

自らのテーマの
起業・事業化

候補者層（約35%）

参考：2023年度修了アンケート
（N＝17）

今後、事業化を具体的に進めたい受講者は5割弱となり、昨年度に比べて増加

自らのテーマの
起業・事業化

候補者層（約45%）

53

1 1
1

1

1

3

1
1
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コラボレーション意思

他の方とのコラボレーションによる事業化の推進

他の方とコラボレーションしたい方は5名（約3割）
うち４名の方は自ら事業化したいと回答

5.9%

5.9%

5.9%

5.9%

5.9%

今後、他の受講者とコラボレーションして事業を推進をしたい受講者は約半数。
共創意欲が全体的に増加

参考：2023年度修了アンケート
（N＝17）

6

6
3 1

1
1

他の人への協力や自身の事業アイデア実現に向けた
協業を希望したいと回答
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今後挑戦していきたいこと

• まずは地方の仕事に携わり、地方の本質を理解するところから挑
戦したい。

• 自分の住む長崎県で今やりたいと思っている事業をローンチする。

• ファシリテーター養成・企業でのグループセッションを広める。

• 周囲に共感いただき仲間を増やしていくようなプレゼン（ピッチ）の
実践

• 事業戦略を描いた上で、どのような人たちの助けが必要か想像し、支
援を要請し巻き込んで行けるよう、自分のマインドセットを変更する
ことに挑戦していきたい。

社
内
実
践

ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト

共
創

地
域
実
践

• 今後のキャリアとしては、社会課題解決と事業収益化の両立を
実現できるよう新規事業の検討を継続したいと思います。

• 事業化をしていき、2025年度中には法人化を目指したいです。

• 知見を深めるためにも社外のコミュニケーションは重要なもの
との認識はあるので、そういった取り組みをしていければなあ、
とは思ってはいます。

• 自身の事業を進めていく
• ライスワークではなくライフワークとして携わっていきたい

• 社内の新規サービスの検討を挑戦していきたい

• 社内企画案件やノウハウの展開など、自分が学んだスキルを最大限に活
用していきたい。

• ライフワークとして活動を続ける中で同じ方向を向く方々とコラボし
てより人とのつながりの中で自分の事業アイデアの可能性を探ってい
きたいです。

• 個人としては、子供たちの学習機会を支援する取組みをボランティア
など形態は問わず、取り組んでみたいと思います。

• 自分が考えたアイデアはまずは小さくとも初めて、この１から考えて
いく行為を、繰り返し行うことを企業の中に持ち帰り、一つの流れを
なんとしても作りたい。

• 検証を進めながら考えきれていない部分を考えていきたい。

起
業
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プログラムの目的達成度

【Positive（達成できた／おおむね達成できた）】
• 事業化の考え方、イメージをもつことが目的でしたが、それを達成することができ、自分の事業
アイデアに対して新たな視点や気づきがたくさん得られた。

• 目的は２つ。１つ目は新たな分野への挑戦による自分自身の成長および経験値の蓄積。こちら
は満足いく成果を得られました。もう1つはチームへの貢献を通じ結束力を高め、チーム全員の
成果を最大化させること。こちらはメンバー１人があまりコミットできずプレゼンに至れません
でした。

• 実際に取り組んでみると自社ビジネスと事業創造とのギャップに苦労することもありましたが、
取り入れられることも有り、今まで知ることのなかった価値観を得ることが出来た。

• プログラム当初はまだ形すら見えていなかった事業アイデアが、インタビューや検証、フィード
バックを通して、何度もブラッシュアップを行い、形を作ることができた。

• リリースまで届かなかったが、事業アイディアは想像以上にブラッシュアップでき、事業を進め
る覚悟と自信がついた。

• 会社の取り組みとしての参加の面で言えば、「やりきる」という目的の元で休まずに参加し、最
後の学び発表までやり遂げられた。

• 社内で事業創造を行う際のフレームワークや、インタビューなど業務にも活用できそうな知識
を習得することができた。

【Neutral（どちらでもない）】
• 実際の顧客やニーズが存在するのかを、根拠にできるくらいの数を集めたかったが上手く出

来なかった。
• 方法も見いだせたと思うのでそこはある程度達成できたと感じるが、一方でビジネスの要素

をはめ込むことはまだまだ達成できてないと感じた。
• ある程度考え方や整理について学べたが、それを表現、人にわかりやすく伝える部分に関し

てはまだまだだと感じた。

【Negative（あまり達成できなかった）】
• 事業化に向けて時間の投資をすることができなかった
• アドバンスでの活動の仕方があいまいになってしまった

過半数が「概ね達成」と回答。受講者各自で目的意識を持って参加していた

52

4

4

4

6

Positive層
（達成/おおむね達成）

参考：2023年度修了アンケート
（N＝17）
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プログラムの満足度

参考：2023年度修了アンケート
（N＝17）

全体的に高い満足度。特に、知識取得/マインドセット醸成に関しての満足度が向上

事業創造に関する知識の習得
（デザイン思考、Lean 

Startup等）

事業創造のプロセス体験
（ワークショップ、フィール
ドワークによる学びなど）

事業創造のマインドセット醸
成（参加者間の啓発、AI・IT、

ビジネスの第一人者の特別講
義など）

同じ志を持つ人たち
とのネットワーク

プログラム全般
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２．「再現性のある方法論」習得

プログラムの価値

３．「徹底的に寄り添う」 伴走支援

4．「テクノロジー・経営の専門家」
アドバイス

５．「繋がり続ける」コミュニティ

• 一人では進めない領域まで踏み込んでやりたいことをカタチにして
いけること、人と人のつながりがつくる豊かな世界、前向きな風土

• 同じように事業開発を考える仲間がおり、お互いに尊重しながら意
見交換ができたこと

• 人と人が繋がり、多様な意見や知識を得られること

• 人との繋がりを通して、自分一人では思いもつかなかった視点や価
値観、フィードバックを頂けることによって自己成長に繋げられた

• 自分になかったマインドができるのも、他の人が一緒に参加するこ
のプログラムならではの価値だ

• 客観的視点によるフィードバック
• 他地域・多世代からの刺激やフィードバック

• 「事業について自分の考えていることを話す」が日常化するので、
それが相手にどう伝わっているのかを確認できたり、他の人から鋭
い意見を貰ったりする機会が増えた

• 同業他社の方と役割や立場を越えて、サポートいただけたことがと
ても有益

• SSDCのかたや運営メンバーのかたが貴重な時間を使って、自分事
として伴走して下さったこと

• 個人事業主の方や理事の方など、現業の中ではなかなか接点を持ち
にくい方とお話しできたこと

• 様々な方面での有識者とのネットワーク
• （ソーシャル）アントレプレナーとのコネクション構築

• 新規事業創出のメソッド習得

 １．事業コンセプトづくり

• 事業をデザイン（あるべき姿を想像）し、不足する箇所を集めてい
く視点に気づかせてもらえる

• 自走力が身についた
• ０→１事業創出のプロセス実践

54
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印象に残った内容

壁
打
ち

実
践
か
ら
の
学
び

ピ
ッ
チ

ゲ
ス
ト
講
義
／
多
様
な
視
点

• 最終ピッチ選考会で、自分の構想や想いが届けられた感触が得られ、
一般的にも受け入れられるのかもしれないと感触を得られる経験で
きた。

• 印象に残ったのは、中間プレゼン後の北村さんの宣言で、SSDCカリ
キュラムへの参加姿勢を宣言により明確化していただけたこと。

• 特別講義においては、事業創造云々に関わらず新しく知見を広げる
ことができ、有意義な時間であったと感じています。

• 注目される前から研究している人がいて、実際に今最前線で活躍さ
れていることにとても憧れをもったし、自分の学びのいい指標に
なったから。

• 思いは大事だが、それを持続可能なカタチにしていくことの必要性
を繰り返し伝えていただいたこと。

• 第三者的な観点で色々な方にから率直なご意見をいただけたことが
とても貴重な経験でした。

• 一緒に学ぶというより、事業アイデアに関しまして、とにかく人に
伝えられる形を準備して、毎度それを壁打ちする形がとてもよかっ
た。

• 自身の事業内容に対して、チームからのフィードバックで得た何が
自分をここまで駆り立てているのかに気付けた瞬間。

• 検証やインタビューを通して仮説検証するプロセスは体系的に学
ぶことが出来て感覚的だったものが、腹落ちした。

• 1on1代行の有効性を検証するために実際に実践を行い身をもって
体感できたこと。

• CPF、PSFインタビューで自分自身のアイデアをぶつけブラッシュ
アップをしていく過程が最も良い経験だった。

• 自分のピッチがどう受け取られたのか分かりやすかったです。

• 今まで自分が行なってきたセミナーやプレゼンとは全く違う視点で考
えたことと、他の方のピッチすべてから学びがあった。
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Day1（リアル開催）について

改
善
点

良
か
っ
た
点

• お互いのことを知るゲームなどを少し取り入れると、心理的ハードルを下がり、DAY2以降の仲間意識が深まるのでは
ないかと感じました。

• 自己紹介及びチームのラポール形成が目的であると思うため個々のプログラム参加に至った背景や目的、このプログ
ラム実施後に自身がどうなっていたいかなどを共有しても良いと感じた。 また、各ワークの際に本題から入るとどう
しても関係性向上は鈍化していくため、アイスブレイクを入れて会話を始めるのが良いと感じた。

• バーチャルチームをうまく回すためのチームビルディングのプログラムがもう少しあってもよいかと感じた。

• 最初に対面でスタートできたことはすごく良かったです。距離感を縮めてからプログラムに入ることができたように
思います。

• 一番最初にリアルに開催したからこそ、バーチャルチームでも仲良くなれたと思います。

• Day1はチームメンバーとの関係性構築のためにリアル実施が良いので継続すべきであると感じた。

• Day1で実際に会えていたことで、回を重ねるごとにその後の団結力がより一層深まった

• フルオンラインだと受講者間の結びつきが薄くなってしまうため、一度リアル開催を開催いただいたのは良かったと
思ってます。
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身についたスキル

ピ
ッ
チ
・
伝
え
る
力

ツ
ー
ル
の
使
い
方

「
事
業
創
造
」
ス
キ
ル

そ
の
他

• 伝わる伝え方（ピッチの構成、canvaで資料作成）

• 壁打ちやチーム内共有による「プレゼン力」

• わかりやすく整理する力

• 他者を巻き込んだビジョンを描く姿勢

• ストーリー性を持って話をすること

• 顧客の課題や悩み事を解決できる事業や製品を開発するに
は、やはり第三者の意見をきちんと聞き、その実現可能性
をきちんと検証することがとても大切だということ

• 顧客へのインタビュー

• 仮説検証を行うスキル

• 話を聞いて、そこからどういった課題があるのかを分析す
る能力が身についた

• 世の中や顧客から見た事業の価値、持続するために必要な
視点を学べた

• スキルはCPFインタビュー、PSFインタビュー、SPFインタ

ビューの実践により、それぞれの違いと効果について理解
する事が出来た

• 業務が多い中で取り組んでいたので一番に「忍耐力」

• ロジカルに物事を捉えるという視点

• フィードバックの重要性

• 時間の調整能力

• 新規事業を立ち上げる上での基本的な能力

• Geminiのプロンプトの使い方（一問一答以外の使い方）

• Chat GPTの活用
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バーチャルチームへの貢献実感

人によって回答にばらつきあり。貢献実感の有無は自身またはメンバーの参加率が影響

←ぜんぜん貢献できなかったと感じる とても貢献できたと感じる→

※中間報告会後アンケートより

【Positive】
• インタビューへの協力が出来た。
• 互いに忖度なく各自のアイデアに対してレビューできていると思う。
• インタビュー相手として繋ぐことなりで自分もチームの仲間のために動け
ていることが嬉しい。

【Negative】
• 忙しいこともあって、自分から集まって壁打ちや意見交換を働きかけら
れず。

• 個々での活動となっているため。
• ディスカッションを行うための信頼関係を作るタイミングが遅れたと感じ
るため。

• グループワーク中にはよくアイデアが出るが、Slackではあまりコミュニ
ケーションが無い

• オンサイトで半日会ったレベルではなかなかチームでコミュニケーション
を取っていくのは難しく感じる。
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バーチャルチームの効果実感

←ぜんぜん効果がなかったと感じる とても効果があったと感じる→

約6割が「効果あり」。多角的視点が得られるなど事業アイデアの進捗にポジティブな相互影響がみられた

※中間報告会後アンケートより

【Positive】
• 自分に足りないスキルに対して初歩的なことでも知識を授けてくれたり、ま
た私も農家さんや空き家問題を仕事にしている知り合いが身近にいること
が強みになるので、インタビュー相手として繋ぐことなりで自分もチームの
仲間のために動けていることが嬉しい。

【Neutral】
• 互いのアイデアにレビューはできてるが、自分が他の方に対して有益なレ
ビューが出来ているかは自信がない。

• テーマも違うため、チームメンバーだけでは良いコミュニケーションにはな
らない可能性が高いのではないかと思う。Giverの精神で何かしら力には
なりたいものの初対面同士では難しい事も多い。

• あと数回、対面でのプログラムもあってもいいかと思う。

【Negative】
• 自社メンバーのため、すこしぬるくなってしまう部分がある
• 遅い時間に仕事が終わることもあり、その合間に事業開発にかける難しさ
を感じている。
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SSDCオリジナルコンテンツ（テキスト）

←ぜんぜん効果がなかったと感じる とても効果があったと感じる→

約9割が「効果あり」。講義内容やワークシートと相互に活用できる点が好評

【Positive】
• 講義ではサラッと触れる程度でも、テキストが充実していたので一人作業
も迷いが少なく取り組むことができました。

• PSFの説明が、どのような行動を自分が取れば調査できるか具体的なイ
メージが湧いたため、わかりやすかったです。

• 資料がとてもきれいにまとまっていて見やすかった。

【Negative】
• 卒業生たちが書いた内面部分の表記を初めの段階で知る機会があるとペ
ンがもう少し速く進んだ気もします。

• トラクションという項目で、検索して調べたらでてくる内容と、今回のセミ
ナーでのトラクションはすこし違う概念のような気がしました。

• 収益計画の立て方、競合リサーチの仕方はもっと知りたかった。
• わかりやすく作られているが、言葉がむつかしい部分もあった。
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SSDCオリジナルコンテンツ（スプリント計画書）

←ぜんぜん効果がなかったと感じる とても効果があったと感じる→

作業やアクションが明確になることでスムーズに対応できた。
一方、有効に使ってもらうためにはシートのシンプル化が必要

【Positive】
• 今どのフェーズで何のアクションが必要なのかが明確でわかりやすかった
です。

• 自身がやらなければならないことの整理が出来ました。
• 日が空いてから計画を進めるときに、どこから再開するのかスムーズに把
握できました。

【Negative】
• スプリント計画書を書くことが目的になってしまうかもということが気にな
りました。

• 道具を使うことに必死で、活用することで効率化を図れた、と言い切れませ
ん。

• 入力項目が多くて、入力が面倒だった。自由欄で自由に書けた方が良いと
思った。
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SSDCオリジナルコンテンツ（事業創造デザインキャンバス）

←ぜんぜん効果がなかったと感じる とても効果があったと感じる→

事業を考える上で有効に活用できたと約9割が評価

【Positive】
• 事業化立案のための情報が網羅的に理解できるため、全体感と個々の内容
を整理するのに有効でした。ピッチの作業に追われながらも、自分のアイデ
アを都度振り返りながら、立ち位置を再確認することができました。

• もれ抜けが一眼で判別できるため、インタビューやフィールドワーク時に情
報収集を効率よく遂行できた。自分の考えを多面的な視点で分解できるた
め、矛盾点や抜け論点に気がつくことができ、さらには課題が生まれてい
るコア部分の原因発見に役立った。

• １から事業を考える上で、どこから考えるべきか見当もつかなかったので考
える順番が指標としてあるのは助けられました。

• 日々更新されていくが、過去、自分が考えていたことも含めて確認をした
かったため、記載したことを削除することなく進めた。考えが薄いところが
一目で分かり良かった。

【Negative】
• デザインキャンパスはあまり活用しなかった。私は文字でまとめるよりも、
すぐに頭のなかのイメージを図にして可視化した方がアイデアを膨らませや
すかった。

• 中間ピッチあたりから作成資料ベースにってしまい、活用できなかった。
キャンバスシートとその中の各項目シートが分かれていたが、特に関数で連
携されているわけでもなく、どちらを使っていこうか迷っていました。
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SSDCオリジナルコンテンツ（ワークシート）

←ぜんぜん効果がなかったと感じる とても効果があったと感じる→

考える要素/やるべき事項が明確にあることで活動がしやすかった。
一方で、有効に使っていただくために改良・改善が必要

【Positive】
• 入力項目があるだけで、答えを出すのに役立ちました。何もないと迷って
ばっかりだったかと思いました。

• 考える要素が分かれているので、入力をしやすかった。

【Negative】
• 理解し、埋めること使うことに精一杯となってしまい、 時間内で使いこなす
に至れなかったです。

• 初期に記載した部分のみでて定期的な見直しや入力を行わなかったため有
効性を測る機会がなかった。

• 事業創造デザインキャンバスとの使い分けが今一つ分かりづらかった。
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SSDCオリジナルコンテンツ（インタビューシート）

←ぜんぜん効果がなかったと感じる とても効果があったと感じる→

インタビューの情報整理に有効であると評価。一方で、さらなる活用には改善余地あり

【Positive】
• インタビュー内容、アポどり、考察がひとつのシートでできて助かりました。
• どういう話を聞くのかなどわかりやすくまとめることができ、振り返る際に
もとても参考になった。

• 質問内容を整理し優先順位を比較する手助けとなりました。
スプリント計画書と一緒で記載が習慣化していれば後で見返したときに非常
に効果を発揮すると感じた。

【Neutral】
• インタビュー後の考察、分析から傾向を割り出してペルソナを特定するよう
なAIの使い方があったらよいかもしれません。

• インタビュー実践時にヒアリング内容を質問項目ごとにうまく整理し、 質問
項目と回答内容を一眼で比較できると良さそうな気がします。

【Negative】
• 課題を持つ方の特定に時間がかかり、PSFインタビューの時間が足りな
かったため、インタビューシートを活用することができませんでした。
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活動のボトルネックポイント

参考：2023年度修了アンケート
（N=17）

課題発掘やインタビューは
2023年度よりスムーズだった

割合多い

MVPに
苦戦

市場規模や
差別化に
苦戦

アイデアの
ピボットに

苦戦

昨年と比較してCPFのフェーズはスムーズに進んだ。
その結果、PSFのフェーズでのボトルネックが顕在化してきた。
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スムーズさの要因

起
業
・
事
業
化
候
補
者
層

今
回
は
こ
こ
ま
で
層

• SSDC運営の皆さんが環境を至れり尽くせりで用意してく

ださり、優しく背中を押してくださり、共に歩むチームメ
ンバーとの定期共有の場があること。

• モチベーションの維持ではチームの雰囲気がとても前向き
で非常に助けられました。

• インタビューや検証においては、自分は全く人脈が無かっ
たので、プログラムの参加者や事務局の方にご紹介して頂
くことができたので、スムーズに進めることができた。

• 市場規模等の調査については、白書や関連ニュースのリン
クを頂いたりしたので、スムーズにできました。

• 社内、社外、NPO法人、地方自治体、とにかく自分のペ

ルソナに近いもしくは接点がある人達にはインタビューと
紹介依頼を繰り返した。

• 自分自身がユーザーとなりうる立場だったので、課題を抱
えている人を見つけやすかった。

• 伴走してくださっているSSDCの皆さんのご紹介、チーム
の中で紹介しあえた

• インタビューの対象は会社の同僚で、SSDCが社内で周知
されているため皆協力的でした。

• インタビューの相手探しなどは協力してくれる人がたくさ
んいたため、とてもスムーズだった。

• 定期的な交流機会を維持することで、課題やターゲットの
解像度が日々上がっていきました。
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苦労の要因

• 調査対象と交流機会を増やすことで、課題の解像度、および課題に関わ
る人々や想定される解決策が増えていき、それらをどのように関連付け
ていけばいいか、また情報の優先順位をどのように決めていけばいいか、
処理するのに時間がかかった点です。

• 自身が専門性を持たない領域が含まれること。

• 限られた時間の中でアイデアを良くしていく必要が有り、元々が2週間

きざみという短い期間の中、更に業務で削られた時間の中で検討するこ
とに非常に苦労しました。

• 課題が多種多様でペルソナとして特定して言語化していくことに苦労し
ました。

• 管理職の業務をアウトソーシングする有効性に関して、まだまだ聞いて
いる人を共感させることが出来なかった。

• 当初考えていた課題も視点を変えればまた新たな課題が出てきたため。

• ビジネスモデルについてはそもそも、自身の弱かった部分。

• MVPを手間のかかるモノから考えてしまったので、時間を無駄にしてし
まいました。

• ペルソナの設定。助けたいのは地方、助けたい人＝お金をもらう人に結
び付けることが非常に難しく、何度も行き来した。

• 本当に解決したい人が誰か設定が難しく、そのため最もインタビューし
たい人が誰か定まらず依頼にも時間を要した。また、その人たちとどう
繋がっていけばいいかわからなかった。

• エモーショナルな発言がうまくまとまらず、伝え方に苦労した。

• 短期間で取り組まなければいけないことが多く、消化しきれなかった。

• 差別化については、調べるほど市場の競合が出てきて苦労しました。

• ビジネスモデルやマネタイズモデルに関してはまだまだ壁打ちをできれ
ばよかった。

起
業
・
事
業
化
候
補
者
層

今
回
は
こ
こ
ま
で
層
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テーマ設定の際に影響を与えた要因

「原体験」と「社会インパクト」によりテーマを設定した受講者が多かった
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テーマの変更有無と理由

【変更理由】
• 顧客インタビューをする中で、思っていた仮説があたらなかったから。

Will-Can-Needを活用したテーマ設定により、
受講者が事業テーマを変えずに軸を持って3か月間取り組んだ
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稼働時間
※全体で集まる日程（Day1～Day8）以外に稼働頂いた概算時間

参考：2023年度修了アンケート
（N=17）

80時間以上稼働した人数が半数以上。昨年と比較して本気で取り組んだ割合が多い

5

5

2

2

4

80～100時間以上
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プログラムの推奨度

批判者 中立者 推奨者

意欲が高い人にとっては非常に有効で価値ある
プログラムだと思うから。

事務局の介入度合いが適度だったため。自律的
に動かなきゃと思わせていただけたこと。

非常にためになるプログラムだが自分自身の業務を抱
えながらの対応は非常に大変だった。 おなじように事業開発を志す人が集まり、壁

打ちができる環境はとても貴重だから。 

また、講師の方々も見守ってくださる、柔ら
かい人が多く、自分らしくチャレンジできる
環境だから。

企業内で新たな事業創出やサービス創出においては、
必ずしも本プログラムを推しきれない。

個人で起業を考えている方には少し参加
費が高いのかな、とは感じています。

新しいことに挑戦しようとしている人たちに囲まれると、自分の仕事や企画に対す
るモチベーションも向上したから。 このプログラムは人生の豊かさを増すきっかけ

になるので、多くの方に一度は経験してもらい
たいです。

プログラム参加により得られるものは大きい。
負担が大きいことから熱量や本気度の高い人に推奨したい
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プログラムをお薦めしたい人（受講者の意見）

1. 起業・事業立ち上げを目指している人
a. 初期段階の人
・社会貢献意識がある人：社会や地域のために何かしたいが、具体的な方法が分からない。
・アイデア段階で止まっている人：事業アイデアは複数あるが、行動に移す勇気や度胸が持てずに足踏みしている。
・自分のリソースに不安がある人：解決したい課題はあるが、現時点で持っているリソースが不足していると感じている。

b. 行動を始めている人
・事業計画を持っている人：具体的な課題解決案があり、それを事業化したいと考えている。
・地域活性化に興味がある人：地域おこしや移住を絡めた事業を考えているが、収益化の方法に悩んでいる。

2. 社会人
a. 新規事業に興味がある人
・新規事業に専念したい人：新規事業開発部署に所属している、または個人として事業を起こしたい。
・社外の知見を求める人：社内で新規事業が盛んでないため、外部との交流や知識を得たい。

b. キャリアアップを目指す人
・中間管理職（30代～40代）：新規事業開発がキャリア形成に重要と考えている。
・若手社員（社会人歴3～4年目）：将来的な昇進を目指し、プレゼン力やコミュニケーション力を高めたい。

c. 事業開発に時間を割ける人
・月の残業が少なく、業務量に余裕がある人。

3. その他ペルソナ
a. 社会貢献や視野を広げたい人
・自社の利益だけでなく、社会の利益も考えて行動する企業人（30代）。
・熱意があり、視野を広げたいと考えている人。

b. 学生・若い世代
・Z世代（20代前半）：若い視点で社会やビジネスに新しい価値を提供したい人。
・大学生（大学3年生以上）：起業や事業開発に興味があり、学びと経験を得たい。
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SSDCイベントへの興味

参考：2023年度修了アンケート
（N＝17）

イベントの興味関心は、より実践的な学びやスキルへの興味関心が強い
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人と社会の幸せな未来のために
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Appendix
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（参考）事業化コースと学びコースの違い

事業化コース 学びコース

目的 事業を立ち上げるための事業アイデアをつくる
事業アイデアづくりを通じて、仕事に生かせる知識
やスキルを習得する

対象者 一般／地域／SSDC会員企業 SSDC会員企業

期間 約4か月 約3.5か月

事業アイデアの
整理方法

ビジネスモデルキャンバスをベースにしたシートに自らの事業アイデアを記入し、
プログラム期間中、仮説検証を繰り返しながら自らの事業アイデアをブラッシュアップする

現実の顧客への
インタビュー

必要 推奨

伴走者との壁打ち 2～4回 2回まで

ピッチ資料の内容 事業アイデア＋今後の事業化検証に必要なこと 事業アイデア＋プログラムで得た学びと気づき

発表の機会
中間ピッチ（Day5）／最終選考会（Day7）
／最終ピッチ（Day8）

学び発表（Day7）
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（参考）受講者の意見：プログラム企画・運営への興味

4

6

3 5

7割はSSDCとの関りや運営とし
ての関りに興味あり

参考：2023年度修了アンケート
（N＝17）
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（参考）受講者の意見：全体の評価①

１.プログラム全般

1. ファシリテーションと進行方法

• グループワークのファシリテータの役割や進め方について、参加者間で求めるものにギャップがあった。初めに役割や進め方の認識を統一するこ
とで、グループワークをより有効に進められると感じた。

• 前半部分ではファシリテータがしっかり関わり、「壁打ち」のレベル感を示してもらえた方が、最終的なアウトプットの質がより高まると感じた。

2. グループワークの構成とテーマ
• チームでの活動は越境プログラムの重要なポイントであり、より効果的に機能するよう改善の余地がある。
• 同じようなテーマに関心を持つメンバーでグループを編成する方が、アイデアが加速すると感じた。
• バーチャルグループが自社メンバーのみで構成されていたため、グループ間のシャッフルをもう少し頻繁に行うと良かったと思う。

3. 発表とフィードバックの工夫

• 毎回のアイデア発表とフィードバックでは時間が限られ、発表できないメンバーが出ることもあった。この課題に対して、チャットなどでやり取
りを補完できたのは良かった。

• 発表や議論をさらに充実させるため、例えば企業の従業員向けプログラムとして、3人1組で1つの事業案を検討する形式を取り入れるのも一案だ
と感じた。

4. オンラインとオフラインのバランス
• オンライン形式では理解度が分かりにくいため、リアル開催の回数をもう少し増やすと良かった。
• 月1回程度のオフラインイベントがあれば、より満足度が高まったと思う。

5. 参加人数や構成の課題
• 学びコースの参加人数がもう少し多ければ、自社のみのバーチャルチームにならずに済んだ可能性がある。

• 業務の観点から、一人で実施する際に限界を感じる部分もあったため、初めから少人数のチーム制でアイデアをまとめる形式が適していると感じ
た。
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２．メンター・サポート体制

３．ツール類

1. ファシリテータの役割と進め方

• グループワークのファシリテータがもう少し強引に進行をリードすると、コミュニケーションが円滑になり、参加者がより主体的に取り組め
ると感じた。

• 異なる視点でアドバイスを提供できるファシリテータが関与することで、進行がさらに有効になると思われる。

2. 運営やサポート体制の改善
• 中間発表や最終発表でコメントをする外部の人と、事前に関わる機会があれば良かった。

• メンターやサポーターとして、自治体職員や地域活動団体など、社会課題の最前線で活躍している人を含めることで、より実践的で鋭い
フィードバックを得られると感じた。

3. 壁打ち会の充実
• 壁打ち会の回数を増やすことで、より多くの意見交換やブラッシュアップの機会を設けてほしい。

1. スライド作成のサポート
• 多くの人がPowerPointを使用するため、スライドの格納先として適切な場所を用意してほしい（Slack投稿ではなく、専用フォルダな

ど）。

２．ツール利用のハードル
• 自分が慣れていないツールだったため、使いこなせなかった。より多くの人が使いやすい方法を検討してほしい。

３．Slack投稿の課題
• Slackの仕様上、90日前の投稿が消えてしまうため、長期間の参照が難しいことが少し残念だった。
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